
 
     現 場 見 学  研 修 会 

  

平成２３年１０月１４日から１５日にかけて、「現場見学研修会」が福島県福島市の東北中央自動車道栗子

トンネル（福島側）工事で開催されました。参加者は６６名（３３社）でした。㈶建設業振興基金の内田俊一 

理事長と枝川眞弓研究部長も参加していただきました。 

現場見学研修会に先立ち、野﨑会長他は福島県庁を訪問し、遠藤光一土木部

次長を表敬訪問し、東日本大震災の復興への協力を申し出ると共に、協会が人

材確保策として力を入れている登録トンネル基幹技能者の活用などをお願いし 

ました。 

意見交換会で野﨑会長より「国交省の直轄でこれほど大規模なトンネル工事は少なく、興味があった。

見学で気が付いた問題点などを出し合い、それを自社の技術向上に役立ててほしい」との話がありま 

した。 

その後、石田土木㈱の佐藤学所長より「工事の特徴としては、覆工コンクリート養生時間を３９時間確保

することでコンクリートの品質向上を提案しており、また、工程を確保するために２基のセントルを使用し

ている点。３日に２回の打設で月進１６０メートル確保している。掘削はいろいろ工夫し、順調な進捗と

なっている。なお、ずり出しは連続ベルトコンベヤーを使用している。」との工事の特徴や使用機 

械、設備などに関する説明がありました。また、説明後に活発な質疑応答が行われました。 


